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戸 籍 の 窓
おめでた　６人　　　　転入　８人
おくやみ　12人　　　　転出　19人

交通事故発生状況
町内の交通事故７月発生状況

発生件数（人身事故）
死 者 数
負傷者数

３件（９）
０人（０）
４人（12）

（累計）

竜ケ崎警察署調べ

定 例 相 談

教育相談
日 時
場 所
問合せ先

月・水・木曜日　午前９時～正午
教育委員会事務局
1 84 - 3 3 22　5  84 - 4 7 30

成田空港に関する相談
日 時
場 所
問合せ先

月～金曜日　午前10時～午後４時
河内町役場本庁舎北側
1 84 - 5 0 17　
70120 - 8 4 - 5 0 13

交通事故相談
日 時

場 所
問合せ先

月～金曜日
午前９時～正午　午後１時～４時45分
弁護士相談　第１・第３水曜日
午後１時～４時（要予約）
土浦合同庁舎 本庁舎３F
県南地方交通事故相談所
1029-823-1123

第２地区共同利用施設
（福祉センター隣）

心配ごと相談
日 時

日 時

10 月１日（月）午前 10時～正午

10月15日（月）午前 10時～正午
場 所

河内町社会福祉協議会
1 84 - 2 8 30

※弁護士相談（要予約）
問合せ先

人 口・ 世 帯
平成 30年８月１日現在

人 口
男
女

世帯数

人　（－17）
人　（－12）
人　（－５）
世帯（－６）

9，023
4，474
4，549
3，386

役 場
1 84-2111
5 84-4357

教育委員会
事 務 局

学校教育G 1 84-3322

生涯学習G 1 84-2843
  （公民館）

水 道 事 務 所 1 84-2361 福 祉 セ ン タ ー 1 84-3699

つ つ み 会 館 1 86-2090 保 健 セ ン タ ー 1 84-4486

地域包括支援センター 1 60-4071 防 災 か わ ち
（音声案内） 1 84-2212

社 会 福祉協議会 1 84-2830 シルバー人材センター 1 84-5455

T E L ガイド

休日診療当番医（10 月）

ごみ収集日（10 月 ）

稲 敷 地 区 龍 ケ 崎 地 区

７日 ゆはらクリニック
1 029-894-2002

８月24日現在、10月以降の休日
当番医が未定のため10月分は、
10月１日号に11月分とあわせて
掲載いたします

８日 江戸崎病院
1 029-894-2611

14日 坂本耳鼻咽喉科医院
1 029-892-2627

21日 角崎クリニック
1 029-787-6030

28日 江戸崎眼科
1 029-892-0262

※休日当番医は変更することがあります。
　診療を受ける際は、必ず電話でご確認ください。

県救急医療情報システム：24時間お医者さんを探すことができます。
救急医療情報コントロールセンター 1  029-241-4199

救急医療情報システム ホームページ：http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携帯サイト：http://qq.pref.ibaraki.jp/kt/

資 源 回 収 日 燃えないごみ収集日

A地区 ９・23 C地区 2・16・30 A 地区
13

C地区
27

B地区 11・25 D地区 4・18 B地区 D地区

燃 え る ご み 収 集 日 粗大ごみの予約収集日

全地区 毎週月・水・金曜日 10月中の予約→ 11月３日

編集・発行　河内町役場秘書広聴課
〒 300-1392　茨城県稲敷郡河内町源清田 1183
ホームページアドレス　http://www.town.ibaraki-kawachi.lg.jp/
モバイル版アドレス　http://www.town.ibaraki-kawachi.lg.jp/mobile/index.html

河内町モバイルホームページ
QRコード
※QRコードは読みとれない場合もあり
ますのでご了承ください。
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９月 17日（月）は敬老の日
……………………… Ｐ3
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～ライスジュレとは～
　新しい米加工技術の導入に
より、米を製粉せずにゲル状
にすることで、二次加工しや
すく、多様な食品への応用が

可能な全く新しい食品素材です。小麦の代用
品として、ケーキやパスタなどに使用するこ
とで、グルテンフリー食材として活用するこ
とができます。乳化剤や増粘剤などの添加物
に代わる新食品素材としても注目されてお
り、安全・安心な加工食品の提供に貢献しま
す。また、アレルギー対策が必要な学校給食
や介護食、離乳食への採用なども期待されて
います。

　町では、特産品である米の新規需要を目指
して、旧給食センターをライステクノロジー
かわち株式会社に貸し付けしています。
　同社は、小麦粉の代用品であるライスジュ
レ（米ゲル）を昨年から本格的に生産してお
り、テレビや新聞等のメディアでも頻繁に紹
介されています。全国展開するお好み焼き店
「千房」では、ライスジュレを使用したグル
テンフリーのお好み焼きをメニューに取り入
れ、人気となっています。
　町でも、ライスジュレを使用した「かわち
もんじゃ」を名物料理にし、町おこしをして
いきます。

　９月 17日（月）は「多年にわたり社会に尽くしてき
た高齢者を敬愛し、長寿を祝う」敬老の日です。
　今年（平成 30年８月１日現在）、町の 75歳以上の方
は 1,772 人（男 673 人、女 1,099 人）これは町人口の
約 19.6 パーセントにあたる数字です。このうち、96歳
以上の長寿者の方は 31人（平成 30年度中に 96歳を迎
えられる方を含む）になります。
　町一番の最高齢者は、加藤とみさん（田川）で、104歳（大
正４年生まれ）の女性です。男性の最高齢者は、久松榮
兒さん（平川）で 98歳（大正９年生まれ）です。これ
からも元気で長生きしてください。（年齢は、平成 30年
度中に迎えられる年齢です。）

こちらのお店で、美味しい「かわちもんじゃ」が食べられます

咲や姫さん
（羽子騎）☎ 84-2154

レストラン香取さん
（長竿）☎ 84-4208

カラオケ寿みれさん
（稲敷市）☎ 0297-85-6100

お好焼居酒屋 鈴長さん
（長竿）☎ 84-4598

宵待草さん
（長竿）☎ 84-4293

※ 「かわちもんじゃ」の提供については、ライスジュレの入荷状況により
ますので、事前に各店舗にお問い合わせください。

☆河内町では、「かわちもんじゃ」を提供できる協賛店を募集しています !!
◆問合せ先　河内町役場　経済課　☎８４－６９７５

ライスジュレでつくる

たこ焼きも近日登場 !?

９月 17日 ( 月 ) は敬老の日
人生は 100 年時代 !!

敬老福祉大会のお知らせ
◆日　時　10月13日（土）午前 10時開会
◆会　場　かわち学園　体育館　
◆招待者　70歳以上で町内に在住の方
（昭和 24年３月31日以前にお生まれの方）
※招待者には後日招待状を送付します。
◆大会の内容（１）式典（２）アトラクション

平成30年度

かわち長寿番付表
　これまで河内町の発展にご協力いただいたご長寿のみなさまを相撲の番付表になぞらえ「長寿番付表」にし
お知らせします。

東 行事
河内町長 西

加藤とみ（104） 田川 横 綱 野澤もと（103） 砂場

大柳てつ（101） 中道 大 関 髙橋ふさ子 (100) 古通

柳田　うめ (100）羽子騎 関 脇 古沢　せつ (100) 万歳

近藤　泰子（100）古河林 小 結 郡司　のぶ（99）十三間戸

大野　まつ（99）田川 前頭１ 鴻巣　ミサオ（99）下町歩

吉原　富子（99）中曽根 前頭２ 久松　榮兒（98）平川

髙橋　チヨノ（98）片巻 前頭３ 平川　正義（98）保村

田沼　たみ（98）羽子騎 前頭４ 川瀬　つね（98）外丸田　

久松　トリ（97）上金江津 前頭５ 萩原　まさ（97）中金江津

大野　良一（97）　田川 前頭６ 鴻野　トミ（97）中郷

寺﨑　武（97）　小巻 前頭７ 田仲　せつ（97）十三間戸

本谷　よしえ（96）庄布川 前頭８ 福智　あき（96）大鍋

岡野　てつ（96）片巻 前頭９ 本橋　博（96）早井

茨城　スミヱ（96）藤蔵 前頭 10 木村　松枝（96）浄玄

吉田　喜良（96）宮渕 前頭 11 木村　美彌江（96）関場

本橋　いつみ（96）布鎌 前頭 12
※平成 30年度中に 96歳以上になる方を掲載しています。(平成 30年８月 25日現在）(敬称略）
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河内町に世界水準の開発環境が！
ドローンフィールドKAWACHI

・屋外テストフィールド
つつみ会館から長豊橋まで、利根川上空を片道約5kｍに渡って航行可能です。

・全天候利用可能な屋内型テストフィールド
旧体育館を使用して、屋内型テストフィールドで雨天や強風時でも飛行可能です。

・ドローン・ラボ
旧教室をリノベーションし、研究施設として活用。
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　町では、小中一貫校かわち学園の開校により、空き校舎となった町内の小中学校の有効利用について、小中
学校再利活用審議委員会を立ち上げ、これまで何度も検討を重ねています。その中のひとつである旧金江津中
学校には、平成 29年 11月 27日（月）、「ドローンフィールドＫＡＷＡＣＨＩ」がオープンしました。
　今月号では、無限の可能性を秘めた「ドローンフィールドＫＡＷＡＣＨＩ」について紹介します。

「
ド
ロ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
は
、
無
人
航
空
機
ド

ロ
ー
ン
の
研
究
拠
点
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン

の
研
究
開
発
、
操
縦
士
や
技
術
者
の
養
成

を
主
な
目
的
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
な
ど

を
手
掛
け
て
い
る
東
京
都
新
宿
区
の
株
式

会
社
ア
イ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
が
運
営
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
町
の
公
募
に
手
を
挙
げ
た
理
由

に
つ
い
て
同
社
は
、「
研
究
施
設
（
校
舎
）

と
実
験
場

（
利
根
川
上

空
・
体
育
館
）

が
隣
接
し
て

お
り
、
そ
こ

で
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
す

ぐ
に
研
究
に

反
映
で
き
る

こ
と
や
、
国

外
企
業
と
の
取
引
を
考
え
る
と
成
田
空
港

か
ら
近
い
立
地
も
魅
力
的
だ
っ
た
」
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
稲
作
が
主
要
産
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
農

業
技
術
の
向
上
、
農
業
の
省
力
化
や
低
コ

ス
ト
化
を
図
る
こ
と
に
よ
る
若
い
世
代
の

就
農
増
加
、
ま
た
、
こ
れ
ら
に
よ
る
町
の

活
性
化
を
期
待
し
て
、
平
成
29
年
８
月
、

同
社
に
対
し
、
校
舎
を
無
償
貸
与
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

株式会社　アイ・ロボティクス
代表取締役社長　安藤嘉康さん（左）
マネージャー　　山本博保さん（右）

　安藤社長がドローン事業を始めたきっかけは８
年前。仕事でドイツへ出張した際、ドローンに出
会った。
　当時の日本では、海外に比べ、後れをとってい
たドローン関連事業。「地上１ミリから成層圏まで
の空間を使える可能性に衝撃を受けた」と話す。
また、「第４次産業革命の流れの中で無限の可能
性を秘めるドローンを産業利用しようとする人が
少なかったことも、事業を始めた理由のひとつ」だ。

ー安藤社長にインタビューしましたー

☆なぜ河内町にドローンフィールドを？
　３年前からドローンフィールドの候補地を探し
ていました。他にも候補地はありましたが、河内
町が一番条件が良かったからです。
☆条件が良いとは？
　研究開発をしてすぐ実験ができること。高い建
物がなく通信が届きやすいこと。飛行できる距離
が長いこと等です。また、今後期待されているド
ローンでの物流を実現するためには、空の交通管
制システムが必須であり、航空機や小型機、ヘリ
などが常に飛行している河内町は、管制機能の実
験にも最適だからです。

ドローンは自動車に継ぐ新総合産業 !!

☆今後の目標は？
　ドローンを利用した総合産業を確立して、国内
外に発信していくことです。
　また、町民の皆様の協力を得ながら、ドローン
の農業利用や雇用の創出など河内町にも貢献して
いくことが目標です。
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

Information  on  a  Kawachi  LifeInformation  on  a  Kawachi  Life

平成 30年５月分　　　

測　定　局 設　置　場　所 Lden（dB）
下加納局（NAA） 愛宕神社 55.3
河 内 局（NAA） 中央公民館 54.0
金江津局（  県  ） 東共同利用施設（つつみ会館） 53.4
田 川 局（  県  ） 田川共同利用施設 54.8

航空機騒音測定結果（速報）

　

町
で
は
、
お
子
さ
ん
の
誕
生
を

祝
福
し
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
を
願
っ
て
、
第
２
子
以
降
の
お

子
さ
ん
を
出
産
さ
れ
た
方
に
「
次

世
代
育
成
支
援
金
」
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

◆
支
給
条
件

①
出
産
の
日
ま
で
、
１
年
以
上
河

内
町
に
住
所
（
居
住
）
が
あ
る
こ
と

②
世
帯
員
全
員
に
係
る
町
税
、
介

護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、

認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
者
負
担

金
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
負
担
金
、
水

道
使
用
料
、
下
水
道
使
用
料
、
給

食
費
、
町
営
住
宅
の
使
用
料
に
滞

納
が
な
い
こ
と

③
申
請
者
（
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

義
務
者
を
含
む
）
の
前
年
の
所
得

が
７
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

◆
支
援
額

○
第
２
子
…
50
万
円　

出
産
時
に
11
万
円
、
以
降
１
歳
か

ら
６
歳
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
日
を

迎
え
る
毎
に
６
万
５
千
円
を
支
給
。

○
第
３
子
以
降
…
１
０
０
万
円　

出
産
時
に
22
万
円
、
以
降
１
歳
か

ら
６
歳
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
日

を
迎
え
る
毎
に
13
万
円
を
支
給
。

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
ポ
ス

タ
ー
や
広
告
旗
と
い
っ
た
簡
易
な
も

の
か
ら
、
立
看
板
、
広
告
塔
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
屋
外
広
告
物
が

あ
り
ま
す
。
屋
外
広
告
物
は
私
た

ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
、

ま
た
町
の
活
気
や
に
ぎ
わ
い
を
演

出
し
人
々
に
楽
し
み
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
し
か
し
、
屋
外
広
告
物

が
無
秩
序
に
氾
濫
す
る
と
「
ま
ち
の

美
観
」
や
「
自
然
の
風
致
」
を
損

ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
道

路
沿
い
に
掲
出
さ
れ
た
屋
外
広
告

物
が
道
路
交
通
の
安
全
を
妨
げ
た

り
、
落
下
や
倒
壊
に
よ
り
思
わ
ぬ

災
害
を
招
く
な
ど
、「
公
衆
に
危
害
」

を
加
え
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
屋
外
広
告
物
に
つ

い
て
必
要
な
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま

す
。
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
と

き
は
、
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
屋
外
広
告
物
を
表
示
し
て
は
い

け
な
い
地
域
（
禁
止
地
域
）

　

次
に
掲
げ
る
地
域
に
は
、
原
則

と
し
て
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
文
化
財
と
そ
の
周
囲
（
半
径

１
０
０
ｍ
以
内
）
の
地
域

・
高
速
道
路
か
ら
５
０
０
ｍ
以
内
、

◆
申
請
期
限

○
生
ま
れ
た
と
き

・
出
産
の
日
か
ら
60
日
以
内

※
た
だ
し
、
申
請
前
に
保
護
者
と

対
象
児
が
転
出
等
で
町
内
に
住
所

を
有
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
１
歳
か
ら
６
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
と
き

・
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
日
を
迎
え
た

日
か
ら
20
日
以
内

※
支
給
条
件
を
満
た
し
て
い
な

か
っ
た
と
き
は
、
支
援
金
の
支
給

は
停
止
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
方
法

印
鑑
、
通
帳
を
持
参
の
上
、
子
育

て
支
援
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

☎
84

－

６
９
８
２

　

稲
敷
広
域
消
防
本
部
管
内
の
平

成
29
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は

１
３
，１
８
８
件
に
達
し
、
こ
の

う
ち
約
半
数
が
医
師
に
よ
り
軽
症

と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

救
急
出
動
の
増
加
に
よ
り
、
現
場

到
着
ま
で
の
時
間
が
遅
れ
て
き
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
救
急
車

は
大
切
な
命
を
守
る
為
、
24
時
間

い
つ
で
も
出
動
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
出
場
で

き
る
台
数
や
隊
員
は
限
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
救
急
車
を
本
当
に
必
要

と
し
て
い
る
住
民
に
対
し
て
迅

速
・
的
確
に
出
動
で
き
る
よ
う「
救

急
車
の
適
正
利
用
」
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

稲
敷
広
域
消
防
本
部　

救
急
課

龍
ケ
崎
市 

３
５
７
１-

１

☎
64

－

３
８
４
６

h
ttp
://w

w
w
.in
a
sh
iki-

kouiki.jp/

　

10
月
は
、
土
地
に
関
す
る
様
々

な
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
「
土
地

月
間
」
で
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
き
、
権
利
取
得
者
（
譲
受

人
）
は
契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間

以
内
に
、
届
出
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
・
問
合
せ
先

都
市
整
備
課　

☎
84

－

６
９
５
７

◆
休
止
中
の
水
道
を
使
用
開
始
す

る
際
は
、
必
ず
上
下
水
道
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
引
き
込
み
に
伴
う
工
事

は
、
必
ず
町
指
定
の
給
水
工
事
店

で
施
工
し
、
加
入
に
伴
う
届
出
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
無
届
け
に
よ
る
使
用
開
始
は
法

律
・
条
例
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

上
下
水
道
課　

☎
84

－

２
３
６
１

国
道
か
ら
50
ｍ
以
内
、
県
道
、
町

道
等
の
道
路
か
ら
５
ｍ
以
内

・
信
号
機
又
は
道
路
標
識
か
ら
半

径
10
ｍ
以
内
の
区
域　
　
　

◆
自
己
の
店
舗
等
に
、
店
名
、
取
扱
商
品

名
な
ど
を
表
示
す
る
場
合
（
自
家
広
告
物
）

　

次
の
場
合
は
、
禁
止
地
域
で
も

表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
広
告
物
の
合
計
面
積
が
５
㎡
以
下
で
、

許
可
基
準
に
適
合
す
る
場
合
（
許
可
不
要
）

・
広
告
物
の
合
計
面
積
が
１
０
０

㎡
以
下
で
、
許
可
基
準
に
適
合
し
、

町
長
の
許
可
を
受
け
た
場
合

◆
屋
外
広
告
物
は
、
種
類
ご
と
に

許
可
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

許
可
期
間
の
満
了
後
も
引
き
続
き

表
示
す
る
た
め
に
は
、
更
新
許
可
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
許
可
期
間

が
切
れ
た
屋
外
広
告
物
は
、
違
反
広

告
物
と
し
て
除
却
命
令
の
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
屋
外
広
告
物
の
表
示
・
設
置
・

点
検
の
施
行
を
す
る
場
合
は
、
必

ず
茨
城
県
で
登
録
を
受
け
た
業
者

へ
依
頼
し
て
下
さ
い
。

◆
許
可
手
続
き
や
許
可
基
準
な
ど
、

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
都
市
整
備
課
建
設
Ｇ
へ
。

☎
84

－

６
９
５
６

　

総
務
省
統
計
局
（
河
内
町
）
で

は
、
10
月
１
日
現
在
で
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す

る
最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査

で
、
全
国
約
３
７
０
万
世
帯
（
河

内
町
で
は
約
１
０
０
世
帯
）
の

方
々
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
調

査
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
住
宅
数
や

国
民
の
居
住
状
況
だ
け
で
な
く
、

①
「
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
居
住

環
境
」、
②
「
耐
震
性
・
防
火
性

等
の
住
宅
性
能
水
準
の
達
成
度
」、

③
「
土
地
の
利
用
状
況
」
の
ほ
か
、

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
「
空
き
家
の
実
態
」
を

把
握
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。 

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
住
戸
・
世

帯
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
調
査
員

証
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　

企
画
財
政
課　

統
計
係

☎
84

－

６
９
７
０

　

茨
城
県
で
は
、
人
の
１
日
の
移

動
を
把
握
し
、
暮
ら
し
や
す
い
都

市
づ
く
り
の
検
討
を
進
め
る
た

め
、
９
〜
12
月
に
か
け
て
交
通
に

関
す
る
調
査
「
東
京
都
市
圏
パ
ー

ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
」
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
調
査
に
あ
た
り
無
作

為
に
抽
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
世

帯
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

調
査
票
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の

で
、
本
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　
茨
城
県
土
木
部
都

市
局
都
市
計
画
課

☎
０
２
９

－

３
０
１

－

４
５
８
８

http://w
w
w
.pref.ibaraki.

jp
/so

sh
ik
i/d

o
b
o
k
u
/

toshikei/index.htm
l

◆
申
込
方
法　

１
．
電
子
メ
ー
ル
で
、hisho@

tow
n.ib

araki-kaw
achi.

lg.jp

宛
に
、件
名
を「
写
真
希
望
」

と
し
、
本
文
に
①
氏
名
②
住
所
③

電
話
番
号
④
掲
載
月
⑤
掲
載
ペ
ー

ジ
⑥
「
○
○
○
」
が
写
っ
て
い
る

写
真
、
と
明
記
し
て
メ
ー
ル
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

　

河
内
町
源
清
田
１
１
８
３　

河
内
町
役
場　

秘
書
広
聴
課　

☎
84

－

６
９
８
０

E
-m
a
il　

h
ish
o
@
to
w
n
.

ibaraki-kaw
achi.lg.jp

☆
第
２
子
以
降
の
お
子
さ
ん
に

「
次
世
代
育
成
支
援
金
」
を
支
給
い
た
し
ま
す

☆ 

10
月
は
土
地
月
間
で

す
！
〜
土
地
取
引
の

後
に
は
届
出
を
〜

☆ 

上
下
水
道
課
か
ら

皆
様
へ
の
お
願
い

☆ 

救
急
車
の
適
正
利
用

に
ご
協
力
を
！

※この数値は速報の値で、今後変更になる場合があります。成田国際空港株式会社（NAA）が開設している環境情報公開Web
サイト「成田空港環境こみゅにてぃ」では、NAAが設置している測定局の現在の騒音レベルや過去の測定結果等が確認できます。

Web：http://airport-community.naa.jp/

☆ 

平
成
30
年
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

☆ 

東
京
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン

ト
リ
ッ
プ
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

☆ 

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
を
お
分
け
し
ま

す
（
デ
ー
タ
で
）

☆
カ
モ
等
の
農
作
物
被
害
対
策
に

【
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
】

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
販
売
を
目
的

と
し
た
農
作
物
等
へ
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
農
業
者
が
実
施
す

る
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

今
年
度
に
事
業
を
希
望
さ
れ
る

方
は
経
済
課
ま
で
申
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

平
成
30
年
10
月
５
日
（
金
）
ま
で

◆
対
象
経
費

設
置
費
用
お
よ
び
資
材
費
の
合
計

が
24
万
円
以
上
の
防
鳥
ネ
ッ
ト

◆
補
助
額

12
万
円

◆
問
合
せ
先

経
済
課　

☎
84

－

６
９
７
５

☆ 

お
店
の
看
板
や
広
告
塔
な
ど
の
表
示
に
は
許
可
が
必

要
で
す
！
〜
公
衆
に
対
す
る
危
害
防
止
の
た
め
に
〜
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接続工事費を補助

既設の浄化槽またはくみ取り便所を廃止して下水道へ接続する方の接続補助が大幅に拡充されました。

対象

補助内容

補助を受けるには

☆募集期間：平成 30年 ９月 ３日（月）から
　　　　　　平成 30年 10月 31日（水）まで
☆入居予定日：平成 30年 12月上旬以降
☆住宅名：河内みどりの里団地１号棟、２号棟
☆所在地 : 河内町生板 2805番地１
☆募集戸数：３戸（３ＬＤＫ）、１戸（２ＤＫ）
☆申込資格：河内町営住宅に申し込みの出来る方は、
次の全ての要件を備えていることが必要です。
・町内に住所（１カ月以上）または勤務場所があること。
・ 現に同居し、または同居しようとする親族（婚姻の届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者そ
の他婚姻の予約者を含む。）があること。

・ 現に住宅に困窮していることが明らかなこと。（原則として、持ち家のある方、公的な住宅（ＵＲ賃貸住宅 (旧
公団住宅 )、都道府県営住宅、市町村営住宅、特定優良賃貸住宅等）にお住まいの方は、申し込むことはでき
ません。）

・町税等の滞納がないこと。
・申込者および同居しようとする親族が、暴力団員でないこと。
・入居しようとする世帯全員の収入の総額が、法令で定められた収入基準内であること。
（収入基準額については、同居人数等によって変動します。）
◎申込方法
申込書は、都市整備課にて配布しております。
・ 所定の「河内町営住宅入居申込書」に必要事項を記入し、必要書類（同居する世帯全員の住民票、課税証明書（非
課税証明書）、納税証明書 (全ての税目）、健康保険証の写し等）を添付し、お申込みください。
※不明な点がございましたら、お問い合わせください。

◆申込・問合せ先◆
都市整備課　建設Ｇ
☎８４－６９５６

☆ 自　衛　官　募　集 ☆
受験種目

防衛大学校学生（一般） 防衛医科大学校

一般 医学科学生 看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

受験資格 18歳以上 21歳未満の者 高卒者（見込含）または高専３年次修了者（見込含む）
受　　付 ９月５日 (水）から９月２８日（金）まで

試験期日

１次：11月３日 (土 ) および
　　　11月４日 (日 )
２次：12月 11日 ( 火 ) から
　　　12月 15日 ( 土 ) まで
　　　の間の指定された日

１次：10月 27日 ( 土 ) および
　　　10月 28日 ( 日 )
２次：12月 12日 ( 水 ) から
　　　12月 14日 ( 金 ) まで
　　　の間の指定された日

１次：10月 20日 ( 土 )
２次：12月１日 (土 ) または
　　　12月２日 (日 ) のいず
　　　れか指定された日

特　　徴 修学年限４年　卒業後約１年で
３等陸・海・空尉

修学年限６年　医師免許取得
後、２等陸・海・空尉

修学年限４年　看護師免許取得
後、卒業後約１年で３等陸・海・
空尉

場　　所 別途各人に通知します。

◆問合せ先　自衛隊茨城地方協力本部　龍ケ崎地域事務所　　龍ケ崎市 3629－５
☎ 64－ 3351　HP http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/　　Ｅ -mail  hq1-ibaraki@pco.mod.go.jp

みどりの里団地

下水道への接続補助制度の拡充【平成33年度まで】

・下水道供用開始区域内の建物 (新築や事務所等は除く )
・接続工事の実施にあたって土地や建物所有者の同意を得た方
・町税等（下水道受益者分担金・水道使用料を含む）を滞納していない方

補助要件① 補助要件② 補助限度額

今までは供用開始３年以
内でしたが
供用開始４年目以降も特
別な理由がある場合には
対象になります
（※１）

接続する世帯の方の中で、18 歳未満の方または 65
歳以上の方がいる場合でかつ
接続する世帯の方全員の課税標準額の合計が、334万
円以下である場合

36 万円
または実工事費の
いずれか少ない額

上記の内容に当てはまらない場合 ５万円
※1　供用開始４年目以降も対象となる特別な理由とは
・費用の調達が困難だった・浄化槽を使用していた・土地や建築物等の状況で工事が困難だった等

Ⅰ 　河内町が指定する排水設備指定工事店へ工事に関する費用など問い合わせして、見積を
もらい契約をしてください。

※　排水設備指定工事店は町への申請書類の提出などの手続きを申請者に代わって行ってくれます。

問合せ先　河内町上下水道課　(河内町長竿 5294-3 水道事務所内 )　0297-84-2361
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TOPICS

河内町清掃大作戦 地域に奉仕活動
～河内サッカースポーツ少年団～

　７月29日（日）、町内全地区で「河内町清掃大作戦」
が実施されました。当日は早朝から多くの方が参加
し、町内のゴミ拾いを行いました。
　今回の清掃では、可燃ゴミ 650 キロ、不燃ゴミ
1,370 キロが集められました。
　参加者の皆さん、ご協力ありがとうございました。
今後も私たちの町をきれいにするためご協力をお願
いします。

　７月 25日（水）、26日（木）の両日、長竿東交
差点およびミニストップ金江津店前交差点で、夏の
交通事故防止県民運動街頭キャンペーンが実施され
ました。
　当日は、竜ケ崎警察署をはじめ、関係団体の協力
により、通勤途中のドライバーに、キャンペーングッ
ズ等を手渡し、運動の周知と安全運動の啓発を行い
ました。

　７月 21 日（土）、河内サッカースポーツ少年団
では、自分たちが生活している地域への奉仕活動を
通し、スポーツマン精神を養おうと、町内の道路脇
や側溝などに捨てられている空き缶やペットボトル
などを拾い集めました。
★河内サッカースポーツ少年団では、一緒にプレー
する仲間を募集しています。

☎ 090-3003-1023（杉山博夫）

夏の交通事故防止県民運動
～ヘルメット 自分を守る パートナー～ 善意のご寄附（敬称略 ）

河内町たばこ販売組合 12,000円
竜ケ崎ききょうライオンズクラブ 100,000円
河内町体育協会（町民ゴルフ大会） 90,000円
正　雲　会 135,000円
中金江津子ども会 12,078円
上金江津地区 28,750円
千葉県ヤクルト販売株式会社（写真） 車いす1台

―社会福祉協議会へ―
　皆様からお預かりした寄付金等は、趣旨に添っ
て大切に使わせていただきます。ありがとうござ
いました。

　８月９日（木）、龍ケ崎市総合体育館たつのこアリー
ナで、大相撲夏巡業龍ケ崎場所が開催されました。
　龍ケ崎市で初めて開かれた今回の夏巡業には、地
元で少年時代を過ごした横綱・稀勢の里関や土浦市
出身の大関・高安関など県内出身の力士も参加し、
約2500人の観客が大きな声援を送りました。この
龍ケ崎場所は河内町も後援しており、町からも大勢
の方々が観覧に訪れていました。
　会場には稀勢の里関や高安関を応援するのぼり旗
が多く掲げられ、取組で稀勢の里関が鶴竜関を寄り
切り、高安関が御嶽海関に力強い突き出しで勝つと、
ひときわ大きな歓声が沸き上がりました。

☆インタビューに答えてくれました。
　先月優勝した御嶽海
関について聞かれると、
「悔しい気持ちだが若手
力士から刺激を受けて
いるので優勝に向けて
稽古をつみたい。」と話
していました。

　「地元に帰ってきて思
い出深い。また、温かい
声援をいただいてありが
たい。動きが非常によく
なってきたので来場所
に向けしっかり調整した
い。」と話していました。

出身校（松葉小・長山中）の児童生徒と記念撮影
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平成３０年１０月から
小児の医療福祉（マル福）制度の対象者を拡大します

　少子化対策のさらなる充実のため、小児マル福制度の対象範囲が現在中学３年生までとなっていますが、
入院については、高校３年生まで拡大します。
※申請方法　健康保険証、印鑑を持参のうえ申請してください。
◆申請・問合せ先　町民課　年金医療福祉係　８４－６９８３
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番号 実施日 /会場 時　　間 主な内容 講　　師

① 9月 29日（土）
センチュリーゴルフ練習場

９：４５～ 開講式

ニッソーＣＣ
高橋博史プロ 
他２人

１０：００～１２：３０ スイングレッスン

② 10月 6日（土）
センチュリーゴルフ練習場 １０：００～１２：３０ スイングレッスン

③ 10月 13日（土）
ニッソーCC

１２：４５～１４：００ ミニ講座（昼食）

１４：００～１６：４５ ハーフ／９Ｈ　ラウンドレッスン（コンペ方式）

１６：４５～ ラウンド終了後　解散

④ 10月 20日（土）
センチュリーゴルフ練習場 １０：００～１２：３０ スイングレッスン

⑤ 10月 27日（土）
センチュリーゴルフ練習場 １０：００～１２：３０ スイングレッスン

⑥ 11月 10日（土）
センチュリーゴルフ練習場 １０：００～１２：３０ スイングレッスン

⑦ 11月 17日（土）
ニッソーCC

１２：４５～１４：００ ミニ講座（昼食）

１４：００～１６：４５ ハーフ／９Ｈ　ラウンドレッスン（コンペ方式）

１６：４５～１７：３０ 閉講式（表彰式） 　７月 29日（日）、水と緑のふれあい公園で、
RAINBOW SHOWER RUN 2018が開催されました。
　このイベントは、河内町商工会青年部と河内素敵人
が共催したものです。会場では、ＤＪやダンスパフォー
マンスが披露され、たくさんの人気グルメのお店や、
ウォーターバルーンなど水を使ったアトラクションがあ
り、子どもから大人までたくさんの人たちが真夏のイベ
ントを楽しみました。
　夕方から行われたメインイベントのシャワーランで
は、ランナーたちが長竿地区の路地裏を駆け抜けました。
自宅前で応援していた住民の方からは冷たい水とあたた
かい拍手がかけられていました。

生涯楽習のとびら Ｈ30．
vol.134

◆問合せ先◆　教育委員会事務局生涯学習Ｇ (中央公民館内）　☎ 84-2843

河内町民運動会を開催します !!
～家族みんなで参加しよう～

◆日　　時　平成30年10月7日(日 )　
　　　　　　午前9時30分（開会式）
　　　　　　※雨天の場合は、10月8日（月）に順延
◆会　　場　総合グラウンド
◆対　　象　河内町民および町内勤務者

　自己の充実・啓発や生活の向上のために、自発的に自分にあった方法で生涯を通じて行う学習…それが『生涯学習』です。

　『生涯楽習のとびら』では、定期的に生涯学習に関する情報（案内や結果など）を提供、お知らせしていきます。

▲昨年の 町民運動会の様子

ジュニア・レディースゴルフ教室生徒募集！！H30
定員 20人
受講対象者は町内在住
または在勤者の方

◆申 込 方 法　　生涯学習グループ（中央公民館）窓口まで直接来館ください（電話による申込不可）。
◆受　講　料　　ジュニア（18歳以下）：2,000 円　　レディース：3,000 円（初回時に徴収します。）
◆申 込 期 限　　９月 16日（日）まで　（土日開館、月曜・祝日休館日）
◆施設利用料（別途）
　・センチュリーゴルフ練習場（①、②、④～⑥ 520 円） 初回時、練習場カード作成料がかかる場合があります。
　・ニッソーカントリークラブ（③、⑦ 2,500 円／昼食込み） 　
※施設利用料は自己負担（用具は自分で用意）となります（金額については予定です。）。
※保険については教育委員会で加入します。
※先着順ですが、ジュニアの申込みが多い場合には、ジュニアを優先させていただきます。
※スイングレッスン（①、②、④～⑥）については、ご都合に合わせて途中入場・退出可能です。
※最少催行人数（15人）に達しない場合は、中止になることがございます。
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日 曜日 イベント・スケジュール
１ 月 自由遊び
３ 水 おはなしなぁ～に？
５ 金 自由遊び
10 水 親子ではっぴーヨガ♪
12 金 自由遊び
15 月 自由遊び

17 水 ペアレントトレーニング講座
（お隣りのページへ）

19 金 自由遊び
22 月 自由遊び
24 水 あかちゃんひろば
26 金 作って遊ぼう～！
29 月 自由遊び

31 水 お誕生日会
（10月生まれの子集まれ～！）

    月 の 予 定

金 作って遊ぼう ！
29 月 自由遊び

31 水 お誕生日会
（10月生まれの子集まれ～！）

10/26（金）作って遊ぼう！【ハロウィンネックレス】
ストローと色画用紙でハロウィンネックレスを
作って遊びましょう～！
時　間：午前 10時 30分～　　定　員：15人
※事前に予約をお願いします。

10

「お友達が近くにいないの！」「ママ友がほしい！」「遊ぶ所がない！」と悩ん
でいる方、ぜひ遊びに来てください！みんなで子育ての輪を広げましょう～。

問合せ先

河内町役場
子育て支援課

TEL 0297-84-6982
担当　塚本、羽根田おしらせ

河内町　子育て支援センター

おひさまからの

10/31（水）【お誕生日会】
10 月生まれの子のお誕生日会をします。みんなでお祝
いしましょう～！ 10月生まれの子もそうでない子も集
まれ～！！手作りカードのプレゼントを用意してます！
時　間：午前 10時 30分～ 11時　予約不要

場所

利用時間・持ち物
　・月、水、金曜日 (予約不要 )
　（祝日・お盆休み・年末年始の休みを除く）
　・午前９時 30分～午後２時 30分
　・対象：0歳～就学前のお友達とお家の方
　・着替え・水筒などの用意をお願いします。
　・ごみ・オムツは持ち帰りでお願いします。

座

・着替え・水筒などの用意をお願いします。
・ごみ・オムツは持ち帰りでお願いします。

【おはなしなぁ～に？】
絵本の読み聞かせやお話シアターを
楽しみます。
どんなお話かな～お楽しみに！！
時　間：午前 10時 30分～ 11時

【おはなしなぁ～に？】
絵本の読み聞かせやお話シアターを
楽しみます。
どんなお話かな～お楽しみに！！
時　間：午前 10時 30分～ 11時

第２水曜日

第３水曜日

第１水曜日

祝
集

第第３３水水曜曜日

【あかちゃんひろば】
すくすく成長してるかな？身長、体重を測ってもらいましょう～！
時　間：午前 10時 30分～ 11時
対　象：生後４か月～１歳くらいの
　　　　あかちゃんとご家族
参加費：無料　　予約不要

第４水曜日

ペアレントトレーニング講座
子育てってほんと大変…。どうして言うこと聞かな
いの…
子育てママ！悩んでいませんか？抱え込んでいませ
んか？土浦児童相談所の方が子育てのコツを教え
てくれます！
詳しくはお隣りのページをご覧ください！

【親子ではっぴーヨガ♪】　
親子で楽しく体を動かして心も体もリフレッシュ！
ハッピーになっちゃいましょう～！
時　間：午前 10時 30分～ 11時
対　象 :：１歳ぐらいのお子様、保護者
持ち物：汗ふきタオル、飲み物（親子分）
※動きやすい服装でお願いします。
参加費：無料　　定員　8～ 10人
※事前に予約をお願いします。
（予約受付期間9/5～9/26まで）
申込先：子育て支援課 84-6982
受付日時：土日祝日を除く午前９時～午後５時

どうして言うこと聞いてくれないの…。どうやって関わったらいいか分
からない…。イライラ…と悩んでいる方、必見です！ぜひご参加を！

　子育てが楽しくなるコツ教えます！
ペアレントトレーニング講座

土浦児童相談所
児童心理司さん
による

　子育てって大変、どうやっても手に負えないと思うときは誰にでもあります。一人で悩んでいません
か？今までの子育てに少しコツをプラスすることで、親子の良い時間が増えていくかもしれません。気
軽にご参加ください！子育てを楽しみましょう～！

日時：平成30年10月17日（水）午前10時30分～11時30分

場所：西共同利用施設　子育て支援センター　おひさま　のびのび室

※事前予約をお願いします。　　定員10人

予約受付：河内町役場　子育て支援課　0297-84-6982（直通）

9/5（水）～9/26（水）　まで

プンプンが… ニコニコに～！！
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保健センターだより

平成 30年
9月 25日
申込み開始 !

今年度は、10月22日（月）と10月31日（水）に子宮がん・乳がんの集団検診を行います。
　乳がんは、日本人女性がかかる「がん」の第1位です。子宮頸がんも、20代・30代前半の女性がかかる
「がん」の中で最も多いがんです。初期症状がほとんどないため、早期に発見するには、定期的にがん検診を受け
ることが大切です。女性は自分のことを後回しにしがちですが、この機会に検診を受けてみましょう。

子宮がん検診・乳がん検診を受けましょう

集団検診を受ける方は、お電話でお申込みください。

◇検診日時・場所等 子宮がん検診は 10月の 午後  のみ実施します！注意 !

月日 場所
内　　容

受付時間 申込み開始日
子宮がん 乳がん 骨粗鬆症

H30 10月22日(月)
保健
センター

○ ○ ○ 午前  10時～10時30分
（乳がん・骨粗鬆症検診の方）

午後  ０時30分～１時15分
（子宮がん・乳がん・骨粗鬆症検診）

９月25日(火)
10月31日(水) ○ ○ ○ ９月25日(火)

H31 3月15日(金) ○ 午前  10時～10時30分 午後  ０時30分～１時15分 ２月13日(水)

※３月 15日は、乳がん検診のみです。

◇子宮がん検診 年齢は、平成 31年３月 31日時点の年齢です！注意 !

対象者 検査内容 料　金 受付時間・定員 
20歳以上の女性 検診車での子宮頸部の細胞診 1,300円 午後  ０時30分～１時15分　各日90人ずつ

◇乳がん検診
対象者 検査内容 料金 受付時間・定員

30～39歳の方 超音波検査（エコー） 1,000円 各日とも
午前  10時～10時30分
超音波検査（エコー）　20人
マンモグラフィー検査　20人

午後  ０時30分～１時15分
超音波検査（エコー）　40人
マンモグラフィー検査　50人

40～48歳で偶数年齢の方 超音波検査（エコー）
マンモグラフィー検査２方向 2,500円

41～57歳で奇数年齢の方 超音波検査（エコー） 1,000円

50～56歳で偶数年齢の方 超音波検査（エコー）
マンモグラフィー検査１方向 2,000円

58歳以上の方 マンモグラフィー検査１方向
（２年に１回） 1,000円

◇骨粗しょう症検診
対象年齢 検査内容 料金 受付時間・定員

40～70歳の女性 かかとの超音波検査
（測定器にかかとを乗せるだけです） 1,000円

午前  １０時～１０時３０分　20人

午後  ０時３０分～１時１５分　50人

　乳がん検診の内容は、すべてセットです。単独で受けることはできません。
　料金は、当日会場で徴収します。
 　上記の集団検診で、子宮がん・乳がん検診を受けられない場合は、医療機関で受けることができます。
　　その際は、保健センターで発行する「医療機関検診受診券」が必要です。 
 　昨年度（平成 29年度）医療機関で検診された方には、今年度から「医療機関検診受診券」を郵送しています。
　　受診券を希望される方、ご不明のある方は保健センターへお問合せください。

◆申込・問合せ先　保健センター　☎８４－４４８６　または　８４－３６８２

　食物繊維は、「ヒトの消化酵素で消化されない食
品中の難消化性成分の総体」と定義されています。
表示されている成分値は、水溶性食物繊維と不溶
性食物繊維の合計値を総量とし示しています。食
物繊維は腸の蠕動（ぜんどう）運動を促進する、
栄養の吸収を緩慢にするなどさまざまな生理作用
が知られています。摂取不足は生活習慣病のリス
クをあげる要因になります。基準量を知って、健
康管理に役立てみてはいかがでしょうか。

※『今月のレシピ』で紹介した料理を作った方の感想をお待ちしています！
　保健センター（☎８４－４４８６）までご連絡ください！

♪食物繊維で
生活習慣病予防♪

◆ 問合せ先　保健センター　TEL ８４－４４８６

VOL.91

～こころとからだを育む食育～

河内町食生活改善推進員おすすめ

今月のレシピ
＜作り方＞
❶ ベーコン・大葉はそれぞれ1cmの
四角に切る。
❷ ボウルに①以外の材料をすべて入れ
よく練り混ぜる。
❸ ②の生地が均一に混ざったら、①の
材料を加えてよく混ぜる。これを6
等分しておく。
❹ ラップを広げ③の生地を一本分ずつ
細長く形成しラップでくるくると巻
いて両端をねじり、ほどけないよう
に輪ゴムなどで留めておく。
❺ 鍋にたっぷりの湯を沸かしたら、⑤
のソーセージを入れ沸騰手前くらい
の温度で20分位ゆでる。
❻ 湯から取り出し、ラップごと冷まし、
その後ラップをとり、フライパンで
焼き目をつけてできあがり。

＜材料＞　　　　6本分
豚ひき肉 200g　
薄切りベーコン 40g　
大葉 6 枚　
溶き卵 大さじ 1　
片栗粉 小さじ２　
おろし生姜 小さじ１　
塩 小さじ 1/3　
砂糖・こしょう 少々　

【コメント】
肉だねは、中の空気をしっかり抜いてか
らラップで巻くときれいに仕上がりま
す。また手軽に電子レンジでもできます、
その時は竹串でラップに 2か所穴をあけ
てから、肉汁が透明になるまで加熱して
ください。

食物繊維の食事摂取基準【1日の目標量】
年齢（歳） 男性（ｇ） 女性（ｇ）
６～７ １１以上 １０以上
８～９ １２以上 １２以上
１０～１１ １３以上 １３以上
１２～１４ １７以上 １６以上
１５～１７ １９以上 １７以上
１８～６９ ２０以上 １８以上
７０以上 １９以上 １７以上

水溶性食物繊維　
（海藻・こんにゃく・野菜・果物などに多い）
・血糖値の上昇を緩やかにする
・脂質異常症や肥満の予防
・腸内の善玉菌を増やす

不溶性食物繊維
（穀類・きのこ・海藻・野菜・豆類などに多い）
・便の量を増やす
・腸の蠕動運動を促し便通促進
・腸内の善玉菌を増やす※０～５歳は目標量なし

食物繊維は、ほとんどの世代で不足しています！
各食品の食物繊維の含有量【食品100g中】
食品名 水溶性 不溶性 総量 食品名 水溶性 水溶性 総量

ライ麦パン ２．０ ３．６ ５．６ 納豆 ２．３ ４．４ ６．７
こんにゃく ０．１ ２．１ ２．２ おくら １．４ ３．６ ５．０
アボカド １．７ ３．６ ５．３ ごぼう ２．３ ３．４ ５．７
キウイ（緑肉） ０．７ １．８ ２．５ 切干し大根（乾燥） ５．２ １６．１ ２１．３
干しいも ２．４ ３．５ ５．９ モロヘイヤ １．３ ４．６ ５．９
おから（生） ０．４ １１．１ １１．５ まいたけ ０．３ ３．２ ３．５

♪大葉香る手作りソーセージ♪

レシピ提供
河内町食生活改善推進員協議会
♥会員・岡野　恵美子さん♥
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消費生活相談員通信
Shouhi Seikatsu Soudanin Tsushin

ＶＯＬ．
８7

プレゼント引換のはずが健康食品購入を勧められた！
無料の商品配布のチラシにご注意！

　無料や安価で販売される食品や日用品を目当てに、空き店舗等を利用した会場に通っていたところ、高額な
健康食品等を勧められたという相談が寄せられています。

●通い続けて顔見知りになり、言葉巧みに勧誘を受けると、断りきれなくなる場合もあります。
　安易にそのような場に行かないことが大切です。
●会場に足を運んでしまった場合はその場の雰囲気に飲み込まれないよう注意しましょう。
●「限定品」｢今日だけ｣「特別に」という言葉に惑わされず、本当に必要なものかどうか
　よく考え、必要がなければその場できっぱり断りましょう。
●不審に思ったり、契約トラブルにあったら、すぐに消費生活相談窓口へご相談ください。

ひとことアドバイス

消費者問題のご相談はお気軽に相談窓口へ！
◆ 問合せ先　経済課　消費生活相談係　☎８４－６９７５
◆ 相 談 日　毎週火曜日
◆ 相談時間　午前９時３０分～午後４時３０分
◆ 消費者ホットライン「１８８」

地域包括支援セ ンター だより

◆申込・問合せ先◆　地域包括支援センター　☎６０－４０７１
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河内町認知症講習会 兼 認知症サポーター養成講座 開催しました

　認知症の症状、予防、介護などについて 7/12（木）～ 3回コースで認知症講習会を行いました。
また、初回の講習を受けた方は認知症サポーターの資格も
取得でき、サポーターの証であるオレンジリングが贈呈さ
れました。今回の受講者数は延べ 78人でした。 毎年受講
される方もいらっしゃいますが、初めて受講される若い方
も多く見られました。認知症講習会やサポーター養成講座
が定着してきた事と、認知症に関心がある方が増えてきた
ように思います。

　河内町では、まず「認知症」という病気を知る事からはじめ、正しく病気の理解をして、みんなで助
け合える町づくりをめざします。河内町認知症講習会兼認知症サポーター養成講座は 11月にも開催を
予定しております。今回受講できなかった方、また新たに関心を持たれた方はぜひお申し込みください。

　パンフレットを配布している販売員にプレゼントの引換券のついたチケットを
もらい、会場に話を聞きに行った。
　一日に何度もプレゼントをもらいに出向くと、高額な商品を安値で50人だけ
に配布するとの話があった。その後、「飲むと血糖値が下がる、医者の治せないア
レルギーやアトピー、パーキンソン病もこれを飲めば治る」という健康食品を水
で溶いて飲まされた。
　個室に呼ばれ、「このままでは病気が治らない」と脅され「高額な商品のため数
には限りがある、早い者勝ちで販売する」など勧められたため、１年分の商品を
購入してしまった。
　しかし、本当に効果があるのか不安になり解約したいがどうしたらよいか。

　近所の空き店舗に新しく入った店では、食品等が安く売られており、健康につ
いて説明もしてくれるので、毎日のように通っていた。数日前、血管の話を聞い
た後、薬を飲むよりも血管がきれいになるという健康食品を「今日が締め切り」
などと勧められ、断りきれずに購入した。
　代金約 13 万円は高額すぎる。クーリング・オフしたい。

相談事例①

相談事例②

◆茨城県では 9月を「茨城県認知症を知る月間」として、
　認知症に対する正しい理解の普及を図っています。

『認知症予防カフェ』◆平成 30年度（後期）開催予定◆
　このカフェは、若年性認知症を含む認知症の人およびその家族、認知症を予防したいと思
う地域住民、専門職等、誰もが参加し集うことが出来る場所として、開催いたします。ご近
所やお友達とお誘い合わせの上、お気軽にお越しください。

◆参加費：工作材料費として100円の実費がかかる場合あり
◆申　込：開催月の10日まで

【平成 30年度 ( 後期 ) の開催予定】

月　　日 時　　間 開催場所

10月 20日 ( 土 ) 13:30 ～ 15:30 特別養護老人ホーム
あじさい苑

11月 20日 ( 火 ) 13:30 ～ 15:30 西共同利用施設

平成 31年
1月 17日 ( 木 ) 13:30 ～ 15:30 西共同利用施設

3月 19日 ( 火 ) 13:30 ～ 15:30 西共同利用施設
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「法の日　司法書士法律相談会』のお知らせ
◆日時　平成 30 年 10 月６日 ( 土 ) 午前 10 時～午後
３時
◆場所　 龍ケ崎市市街地活力センター ｢まいん ｣
　　　　 龍ケ崎市 4264-1　☎ 64-9005
◆主催　茨城司法書士会
◆内容 　借金、土地・建物、相続、裁判、会社等に関
する相談およびこれに関連する登記相談
◆その他　相談は無料です。当日会場にて受け付けしま
す。（事前予約は致しません。）
◆問合せ先　茨城司法書士会　水戸市五軒町1-3-16
☎ 029-225-0111　※当日、電話相談も行います。

「行政書士無料相談会」開催のお知らせ
◆日時　平成 30年９月 15日（土）午前 10時～正午
◆場所　河内町農村環境改善センター
◆内容　相続や遺言、農地法の許可、その他各種許認可
に関すること　※予約受付　前日の午前８時 30分～午
後５時　受付順に４組までとさせていただきます。
◆問合せ先　茨城県行政書士会県南支部　☎ 090-
8509-3622（担当 塚本）

介護支援専門員更新研修（実務未経験者用）
および再研修のご案内

◆日程　平成30年 11月 20日（火）～12月 19日（水）
のうち 11日間
◆会場　水戸会場（確定次第HPに掲載）
◆対象　①介護支援専門員証の有効期間中に実務経験が
なく、概ね平成 31年 3月迄に有効期間が満了する方
②有効期間が満了した方で、新たに介護支援専門員証の
交付を受けようとする方　※定員80人（残り若干名）
◆受講料　43,640 円（テキスト代含）
◆募集　平成 30年 10 月 31 日（水）迄（但し、先着
順にて定員になり次第終了）
◆問合せ先　（公財）介護労働安定センター茨城支部
☎ 029-227-1215　http://www.kaigo-center.
or.jp/shibu/ibaraki/index.html

平成30年度技能検定（後期）受検のご案内
　技能検定とは、働く人々の有する技能を一定の基準によ
り検定し、国として証明する国家検定制度です。茨城県で
は毎年約4,500人の方が受検されています。なお合格者に
は、合格証書が交付され、技能士と証することができます。
◆受付期間　10月１日（月）～ 12日（金）（土日祝除く）
受検案内は９月３日（月）より配布いたします。
◆受検手数料　21,000 円（実技 17,900 円、学科 3,100
円）35歳未満の２級３級受検者は実技試験の一部減免
措置があります。
◆その他　実施職種、受検申請手続き、受検資格、試験
の免除等詳しくはお問い合わせください。　
◆問合せ先　茨城県職業能力開発協会　技能検定課
☎ 029-221-8647  HPhttp://www.ib-syokkyo.com

茨城県立農業大学校入学生募集
　県立農業大学校では、高校等の卒業者（若しくは見込者）
を対象に農業部（農学科40人・畜産学科10人）、園芸部
（園芸学科30人）の学生を募集します。１年生は全寮制で、
２年生は希望入寮制となります。また、農業大学校卒業者、
短期大学等の卒業者（若しくは見込者）を対象として、研
究科（作物・園芸・畜産の専攻コース）10人を募集します。
本校は、農業の担い手の養成ならびに指導的役割を果たす
農業者等の育成を目的としています。農業の実践力を養う
とともに、大学への編入資格も得られます。経費は、年額
約12万円の授業料のほか入学料、教材費等が必要です。
◆入学願書の受付期間
○推薦入学（各学科）：平成30年10月１日～10月19日
○一般入学・前期（各学科）：平成30年11月12日～12
月７日　○一般入試・後期（各学科）：平成31年２月４日～
２月22日　○研究科：平成30年11月12日～12月７日
◆入学試験日
○推薦入学（各学科）：平成 30年 10月 31日
○一般入学・前期（各学科）：平成 30年 12月 13日
○一般入学・後期（各学科）：平成 31年３月５日
○研究科：平成 30年 12月 13日
◆問合せ先　茨城県立農業大学校　☎ 029-292-0010

生涯学習講演会参加者募集
◆テーマ　脳を知り、脳を育み、脳を鍛える
◆講師　川島隆太先生
◆日時　平成 30年 12月 15日（土）　午後１時 20分
～３時　※定員４００人（先着順）　参加費無料
◆会場　茨城県県南生涯学習センター（土浦駅前）
◆対象　成人　※申込方法　電話受付

みんなの
まど  9月(September

）

◆問合せ先　茨城県県南生涯学習センター
　　　　　　☎ 029-826-1101

航空科学博物館イベント情報
～航空ジャンク市～

◆日時　平成 30年９月８日（土）～９日（日）
◆場所　航空科学博物館１階多目的ホール
◆内容　大変好評の恒例イベントで、普段あまりお目にかかれ
ない航空部品やエアライングッズなどを格安で販売いたします。

 ～航空キッズアート展～
◆募集期間　平成 30年４月１日（日）～９月 30日（日）
◆展示期間　平成 30年 11月１日（木）～ 30日（金）
◆展示場所　航空科学博物館２階展示室
◆内容　園児・小学生を対象に、航空に関する絵画、デ
ザイン、工作などを募集いたします。審査の結果、優れ
た作品には賞品もご用意しておりますので、奮ってご参
加ください。皆さまの楽しい作品をお待ちしております。
◆問合せ先　航空科学博物館　☎ 0479-78-0557
〒 289-1608　千葉県山武郡芝山町岩山 111-3

雇用就農マッチング会 in県南
　茨城県内で「農業法人等に就職したい」方のための相
談会です。県南地域で農業法人等と仕事内容について、
意見交換していただき就職活動を支援します。
◆日時　10月 20日（土）午後１時～４時 40分
◆場所　県南生涯学習センター　土浦市大和町 9-1 ウ
ララビル３　５階　小講座室１
◆その他　雇用就農マッチング会は予約が必要です。入
場相談料無料・服装自由
◆問合せ先　（公社）茨城県農林振興公社（大川・飯野）
☎ 029-350-8686
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９月の納税等
国民健康保険税　　　　（３期）　　　納付期限は
後期高齢者医療保険料　（３期）　　　10月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。

－お知らせ－
※納税等は、便利な口座振替をご利用ください。

茨城モデル水稲メガファーム育成事業の公募について
　茨城県では、農業の成長産業化を目指し、意欲ある中規模な水稲経営体を3年間で100haを超える大
規模水稲経営体に育成する取組みを行っております。
○公募の要件　・現況の水稲の経営面積は概ね40haを有すること
　　　　　　　・認定農業者であること
　　　　　　　・人・農地プランに位置付けられた中心経営体であること
　　　　　　　・就農経験年数は、概ね10年以上であること
　　　　　　　・農家所得の過半が農業所得であること
　　　　　　　・青色申告実施者（原則3年以上）で申告書を提出できる者であること
　　　　　　　・法人経営体もしくは事業期間内に法人経営体になること
○申込期限　　平成30年10月5日（金）まで　　◆問合せ先　経済課　８４－６９７５


